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１．設計主旨 

 現在、最も身近な社会問題として高齢化社会、人口減

少、環境問題などがある。そのような問題を身近に感じ

られるのが商店街である。昔は栄えていた商店街も時代

の移り変わりと共にシャッター街となり、深刻な問題と

なっている。また、間近に迫る超高齢化社会に向けて、

高齢者が豊かな高齢期を過ごすための社会環境の整備

が急がれている。その対策案として、保育園と老人ホー

ムの併設すなわち幼老施設は増加傾向にあるが、土地や

既存施設の有効活用といった財政的な事情がある。さら

に、集合住宅では若者単身者や高齢者のひとり暮らしに

便利な立地は高額で住みにくく、近所付き合いなどのコ

ミュニケーションも不足している。 

 これらの問題点を商店街のリノベーションに結びつ

け、経済的効果とともに異世代交流を図り、商店街の活

性化を目指す。 

 
         図 1 コンセプトダイアグラム 

２．計画地概要 

  計画地は広島県呉市中心部のれんが通り、花見通り、

パルス通り、市役所通りの 5 商店街とする。呉駅から商

店街まで徒歩 10 分となっている。また、近くには国道

185 号線が通り、川も流れている。 

 呉市は南側に海、北側は山と自然に囲まれている。ま

た、古くから旧海軍や海上自衛隊のまちとして発展し、

歴史ある建造物や造船文化が盛んである。人口は年々減

少しており、高齢世帯割合が高い。 

 駅近くや郊外の大型ショッピングモールの進出により、

シャッター街が増えているが、イベントなどで人を呼び

込んでいる。平日は人が少なく、高齢者の利用が高い。

休日は幅広い世代が買い物に来ているが、世代ごとに行

きたい店は分かれ、賑わっている店と賑わいに欠ける店

の差が激しい。また現在、空き地のほとんどが駐車場に

なっている。 

 
       図 2 計画地周辺図   

３．計画内容 

3.1 商店街の事例分析 

 全国各地の商店街 107 事例を収集整理し、それらの特

徴や取り組みなどを分析した。一番多い取り組み内容は、 

イベントで盛り上げる方法である。また、観光地型商店

街や駅と駅の間にある商店街、福祉医療系複合施設、集

合住宅と一体化となった商店街がある。 

3.2 幼老施設、集合住宅の問題点 

 幼老複合施設とは、子供用の施設と高齢者用の施設の

合築・併設されたものである。経済効果とともに、ノー

マライゼーションの理念に基づく異世代交流が期待され

ている。しかし、幼老複合施設などといった複合施設を

都心部に取り入れることは、財政的な問題や職員の負担

が大きいなどの問題がある。 

 集合住宅には様々な世帯や幅広い世代が暮らす。現在

の問題点として、採光・通風問題、コミュニケーション

不足、通勤通学の利便性、都心部での土地の確保が難し

い状態である。このような問題を解決するためには、立

地条件とコミュニケーションがとれる場の提供であると

考える。 

3.3 幼老施設の分散配置 

 商店と集合住宅は既存の建物を利用し、大型店舗や空

き地、今までの商店街の“通り”は取り除き、新たに空

いた土地を利用し、通りや小道をつくり変えた。空いた

空間に幼老複合施設や共有空間（憩いの場）を挿入する。

既存の建物を利用することで、コスト削減ができる。ま

た、幼老複合施設は集中させず分散配置することでまち

と一体化させる。また、人の目に触れる場に配置するこ

とで、職員の負担を減らしたり、地域交流が広がる。所々

にある空き地を誰でも使える交流の場にすることで、近

所や地域のコミュニケーション能力を高めることができ

る。 
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表１ 商店街 107 事例 
商店街名 地名 長さ・店舗数 アーケード 最寄り駅数 観光型 地域型 交流型 近隣型 中心市街地内 超広域型 広域型 サービス イベント オープンカフェ 商店街数 タイプ

丸亀商店街 香川 2.7㎞・ ○ 4 △ 6 コンパクトシティ型
呉れんが通り 広島 420m ○ 1 × ○ 4 イベント型
水木しげるロード 鳥取 800m × 1 ○ 観光型
天神橋筋商店街 大阪 2.6km ○ 5 × 交通利便型
戸越銀座商店街 東京 1.3km × 10 × 3 交通利便型
谷中銀座商店街 東京 175m × 2 × ○ イベント化・景観型
文の里商店街 大阪 60店舗 ○ 2 × ユニークなポスター
魚町メルカルート三番街 福岡 ○ 2 × 若者向けにリノベーション
駒川商店街 大阪 ○ ×
千林商店街 大阪 ○ ×
心斎橋筋商店街 大阪 ○ 2 ×
黒門市場 大阪 180店舗 ○ 2 ×
広島本通り 広島 577m ○ 5 △ 広域型
那覇市国際通り 沖縄 2km × ○ 4 観光型
京都市伏見区商店街 京都 340店舗 ○ ○ ○ 7 地域資源
帯広市商店街 北海道 × ○ 10 「屋台」を新たな発想
札幌狸小路商店街 北海道 ○ × ○ 歩行空間を確保
本郷商店街 北海道 × ○ ○
鳥山駅前通り商店街 東京 1.7ｋｍ × スタンプ
巣鴨地蔵通り商店街 東京 780ｍ × ○ ○ お年寄りの原宿
元町エスエス会 神奈川 600ｍ × ○
静岡呉服町名店街 静岡 83店舗 △ ○
中延商店街 東京 134店舗 ○ × 駅前型商店街
川越市内商店街 埼玉 1200ｍ × ○ ○ ○ 7 「蔵のまち」景観特徴
宇都宮ユニオン通り商店街 栃木 400ｍ × ○ イベント
ハッピーロード大山商店街 東京 208商店 ○ ○ ○ 空き店舗を活用した
武蔵小山商店街 東京 ○ ○ ○ ○ ポイントサービス
京都錦市場商店街 京都 126商店 ○ ○ ○ 7
粉浜商店街 大阪 ○ ○ ○ 近隣の神社と連携したイベント
阪神尼崎駅前商店街 兵庫 約600商店 ○ ○ 13 「地元球団の商店街」
松山中央商店街 愛媛 1km・約360店舗 ○ ○ ○
中央地区商店街 鹿児島 ○ ○ ○ 11 歩行空間
宮崎市内商店街 宮崎 311商店 ○ ○ 6 商店街と大型店の連携のとれたエリア
佐世保市内商店街 長崎 167商店 ○ ○ ○ 2
ストリート・アートプレックス 熊本 1349商店 ○ ○ 6 ストリートパフォーマンス
片町商店街 石川 ○ ○ イベント型
玉宮通り商店街 岐阜 × 駅周辺地域 ○ ○ ○ オープンカフェ等
大須賀商店街 愛知 400店舗 ○ ○ ○ 8 イベント型
街なか感謝デー実行委員 富山 ○ 駐車無料 ○ ○ イベント型
盛岡市肴町商店街 岩手 ○ 住宅近い ○ ○ 「全蓋(ぜんがい)アーケード」
仙台市内商店街 宮城 530店 △ ○ ○ 6
七日町商店街 山形 74商店 ○ ○ 場（フリーマーケット） 地域密着型
北見市内商店街 北海道 212商店 ○ ○ コミュニティスペース 4
函館西部地区バル街 北海道 × ○ ○ スペインの「バル街」に見立て
八戸屋台村「みろく横丁」 青森 地域型
花輪新町商店街 秋田 40商店 ○ ○ ○ 高齢者配慮 地域社会型
中通り商店街 山形 △ ○ ○
新庄南北本町商店街 山形 87商店 △ ○ ○ ○ 100円商店街
昭和縁結び通り商店街 山形 1km・39商店 △ ○ ○ 昭和の街づくり
粡町通り商店街 山形 43商店 × ○ ○ イベント型
七日町商店街 福島 ○ 「大正浪漫調」の街並みづくり
郡山市中央商店街 福島 99商店 ○ ○ イベント型
みやのかわ商店街 埼玉 × 駅前 ○ 「ナイトバザール」
村上市中央商店街 新潟 600ｍ ○ 昔ながらの町屋
竪町商店街 石川 × ○ 歩行者天国
銀座通り商店街 愛知 ○ ○
福島聖天商店街 大阪 × ○ 占い 「聖天さん」という地域固有の資源
篠山市内商店街 兵庫 390商店 × ○ ○ 15
鳥取本通り商店街 鳥取 ○
奉還町商店街 岡山 約100商店 ○ ○ ○ ｢奉還町りぶら｣
飯塚市内商店街 福岡 382商店 ○ ○ 6 イベント型
諫早市内商店街 長崎 114商店 ○ 3
上乃裏通り 熊本 100商店 × ○ 木造古家の再生・活用
中央通り商店街 大分 320m・49商店 ○→× ○ ○ 歴史のある街並みを残した景観形成
山下新天街商店街 宮崎 52商店 ○ ○ ○ コミュニティ 地域型
江差町歴まち商店街 北海道 × ○ ○
青森市新町商店街 青森 △ ○ ○ 「福祉対応型商店街」
青梅市内商店街 東京 180商店 ○ ○ 8 「昭和の町」
彦根市内商店街 滋賀 249店 × ○ 6 地域資源
神戸市内商店街 兵庫 330店 ○ ○ ○ 11 「食のまち」として活気が復活
松江天神町商店街 島根 24商店 △ ○ 高齢化社会
豊後高田市内商店街 大分 136商店 × ○ ○ 8 「昭和」
浅草商店街 東京 × 33
広島金座街商店街 広島 ○
おのみち本通り 広島 ○ ○ ○ 5
嵐山商店街 京都 ×
河原町商店街 京都 ○ ○
えびす通り商店街 広島
棚商店街 広島
タカノ橋商店街 広島 ○ ○
横川商店街 広島
千田町商店街 広島 ○
牛田商店街 広島 × ○
竹原掛町商店街 広島 × ○
福山霞銀座商店街 広島 × ○
福山本通商店街 広島 × ○
福山久松通商店街 広島 ○
可部新中央商店街 広島
並木通り商店街 広島
西条駅前商店街 広島 × ○
三次中央通り商店街 広島
三次駅前商店街 広島
仙台駅前商店街 宮城
上野アメ横丁 東京 ○ ○
十条銀座商店街 東京 ○ ○ イベント・サービス型
砂町銀座商店街 東京 670m ○ イベント・サービス型
浜町アーケード 長崎 x
長崎新地中華街 長崎 ○
ベルナード観光通り 長崎
赤レンガ通り商店街 大分
唐戸商店街 山口 x
毘沙門通り商店街 広島
倉敷本通り商店街 岡山 ○
岡山駅前商店街 岡山
南京町商店街 兵庫 × ○
御薗橋801商店街 京都  
    

商店街

集合住宅  

幼 老 複 合 施 設

 
 図３ 空間構成 

 

 

3.４ つなぐかべ   

 「かべ」は昔から、空間を仕切ったり、区切ったり、

敵から身を守ったり、雨風をしのぐために使用される。

その「かべ」を下記の図のように様々なかたちで取り入

れることによって、同じ敷地でも違う空間をつくりだす

ことができる。それぞれの用途によって、守る空間、ま

ちと一体となる空間、天井でつながる空間、横から自由

に入れる空間、塀のような空間、挟まれた空間として使

い分けることができる。本計画である商店街にこれらの

壁を取り入れることで、まちに溶け込ませ、建物と人と

人をつなぐ。 

包囲

覆い

隣接

トンネル型 トンネル既存建物一体化

幼老施設

既存建物

片側型 両側型

L字型片側既存建物一体型

既存建物

幼老施設 幼老施設

T字型

既存建物

 

       図４ 壁のタイプ 

４．総括 

 本計画は呉市中心部にある商店街の活性化を図るもの

である。現在の様々な問題の対策案として、既存の集合

住宅はそのまま残し、商店街の空き店舗や通りなどを取

り除き、新しく“通り”を再構築し、空いた土地に幼老

複合施設を配置した。商店街、集合住宅、幼老複合施設

の問題点・利点をお互いに補い合うことで、これからの

社会問題の対策にもつながると考える。新しい建物を建

設するより、歴史ある建物を用途を変えつつ、時代に沿

って変化していくことが大事であると思う。 

 この商店街で、これから起こるであろうとされる超高

齢化社会を世代関係なく助け合って乗り越え、明るい未

来が訪れることを期待する。 

 

DATA 

所在地：広島県呉市中央地区 

主要用途：商店街・集合住宅+幼老複合施設 

構造：混構造 （RC 造+木造） 

敷地面積：約 530000 ㎡ 

 

 


